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（一）
【
論
文
】
井
伏
鱒
二
〈
土
佐
も
の
〉
の
考
察
―
〔
無
人
島
長
平
〕
を
中
心
に
―
芋
生
裕
信
（
二
〇
一
八
年
九
月
二
八
日
受
付
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
一
七
日
受
理
）
M
asujiIbuse’s
T
osa
Stories
R
econsidered:A
Study
of
―
C
houheiin
the
D
esert
Island
(M
ujintou
C
houhei)
―
H
ironobu
IM
O
U
（
R
eceived:Septem
ber
28,2018,A
ccepted:D
ecem
ber
17,2018）
要
旨
井
伏
鱒
二
の
〈
土
佐
も
の
〉
と
呼
ば
れ
る
作
品
群
の
ひ
と
つ
〔
無
人
島
長
平
〕
を
と
り
あ
げ
、
ま
ず
作
品
背
景
で
あ
る
土
佐
旅
行
の
実
態
や
典
拠
と
の
関
係
を
確
認
し
た
。
次
に
長
平
に
関
す
る
文
献
を
整
理
し
、
井
伏
の
描
く
長
平
像
の
特
異
性
を
押
さ
え
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
『
ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
』
へ
の
〝
つ
な
ぎ
〞
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
程
度
の
評
価
で
あ
っ
た
〔
無
人
島
長
平
〕
に
つ
い
て
、〈
土
佐
も
の
〉
の
代
表
作
「
へ
ん
ろ
う
宿
」
と
の
共
通
性
を
見
出
す
新
た
な
読
み
方
を
提
起
し
た
。
A
bstract
T
his
essay
exam
ines
“C
houheiin
the
D
esertIsland
(M
ujintou
C
houhei),”
one
ofthe
T
osa
stories
w
ritten
by
M
asujiIbuse,especialy
focusing
on
the
relationship
betw
een
the
story
and
the
contem
porary
trend
in
the
T
osa
tour.
A
lthough
“C
houhei
in
the
D
esert
Island”
has
been
a
transitional
piece
that
led
up
to
John
M
anjiro,
the
C
astaw
ay,
the
present
study
suggests
a
new
approach
to
the
story,show
ing
the
hitherto
unnoticed
sim
ilarities
betw
een
it
and
another
fam
ous
T
osa
story,“H
enrou
Y
ado.”
キ
ー
ワ
ー
ド
井
伏
鱒
二
・〔
無
人
島
長
平
〕・
漂
流
・『
ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
』・「
へ
ん
ろ
う
宿
」・
災
害
K
ey
w
ord
M
asuji
Ibuse,
shipw
reck,
“C
houhei
in
the
D
esert
Island
(M
ujintou
C
houhei),”
John
M
anjiro,
the
C
astaw
ay,“H
enrou
Y
ado,”
disaster
学
位
高
知
県
立
大
学
名
誉
教
授
文
学
修
士
Professor
em
eritus,U
niversity
of
K
ochi
（
M
aster
of
A
rts）
一
、
は
じ
め
に
井
伏
鱒
二
の
作
品
の
中
に
〈
土
佐
も
の
〉
と
呼
ば
れ
る
三
十
数
編
の
文
章
が
あ
る
。
そ
の
多
く
は
、
井
伏
が
師
事
し
た
高
知
出
身
の
作
家
・
田
中
貢
太
郎
と
の
つ
な
が
り
か
ら
生
ま
れ
て
お
り
、
と
く
に
昭
和
十
年
か
ら
十
八
年
に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
た
五
回
の
高
知
訪
問(１)
に
も
と
づ
く
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
が
そ
の
中
心
的
部
分
を
占
め
て
い
る
。〈
土
佐
も
の
〉
の
中
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
小
説
と
し
て
は
『
ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
』（
昭
和
一
二
年
、
直
木
賞
受
賞
）
や
「
へ
ん
ろ
う
宿
」（
昭
和
一
五
年
）
な
ど
が
あ
る
が
、
あ
と
は
土
佐
旅
行
記
、
土
佐
見
聞
記
ふ
う
の
短
い
エ
ッ
セ
イ
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る(２)
。
そ
の
土
佐
旅
行
記
ふ
う
の
文
章
の
中
に
「
無
人
島
長
平
」「
無
人
島
長
平
の
墓
」（
と
も
に
初
出
は
昭
和
一
〇
年
、「
無
人
島
長
平
の
墓
」
は
の
ち
に
「
長
平
の
墓
」
と
改
題
さ
れ
た
）
と
題
す
る
も
の
が
あ
り
、
こ
の
二
編
は
こ
れ
ま
で
の
井
伏
研
究
で
は
、
井
伏
の
漂
流
民
へ
の
強
い
関
心
の
一
例
と
し
て
、ま
た
二
年
後
の
直
木
賞
受
賞
作『
ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
』
へ
の
〝
つ
な
ぎ
〞
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
編
は
単
に
〝
つ
な
ぎ
〞
と
す
る
に
は
惜
し
い
、
も
う
少
し
井
伏
ら
し
い
特
徴
が
読
み
と
れ
る
文
章
と
し
て
評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
井
伏
短
編
の
中
で
も
代
表
作
と
し
て
評
価
の
高
い
「
へ
ん
ろ
う
宿
」
と
の
関
連
性
も
掘
り
起
こ
せ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
よ
う
な
狙
い
の
も
と
〔
無
人
島
長
平
〕
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、「
無
人
島
長
平
」
と
「
無
人
島
長
平
の
墓
」
は
別
々
の
媒
体
に
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
連
続
し
て
い
る
の
で
、
一
つ
に
ま
と
め
た
場
合
は
〔
無
人
島
長
平
〕
と
表
記
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。
二
、〔
無
人
島
長
平
〕
の
背
景
、
概
要
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
五
月
の
最
初
の
土
佐
旅
行
の
直
後
、
井
伏
は
「
無
人
島
長
平
」
を
『
中
外
商
業
新
報
』（
五
月
二
八
〜
三
〇
日
）
に
発
表
す
る
が
掲
載
し
き
れ
ず
、
残
り
の
部
分
を
「
無
人
島
長
平
の
墓
」（
末
尾
に
「
一
〇
年
六
月
一
日
」
の
日
付
あ
り
）
と
題
し
て
同
年
八
月
一
日
の
『
作
品
』
に
載
せ
た
。
そ
も
そ
も
長
平
と
は
江
戸
時
代
後
期
の
土
佐
岸
本
の
船
乗
り
で
、
二
十
四
歳
の
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
嵐
の
た
め
仲
間
と
と
も
に
四
人
で
漂
流
し
無
人
島
に
漂
着
す
る
が
、
た
だ
一
人
十
三
年
ぶ
り
に
生
還
し
、
藩
か
ら
野
村
姓
を
賜
り
、
人
々
か
ら
は
〈
無
人
島
長
平
〉
と
あ
だ
名
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
の
ち
に
〈
ジ
ョ
ン
万
次
郎
〉
と
呼
ば
れ
る
少
年
・
万
次
郎
を
含
む
五
人
の
漁
師
が
流
さ
れ
、
同
じ
無
人
島
（
鳥
島
）
に
漂
着
す
る
出
来
事
（
天
保
一
二
年
〔
一
八
四
一
〕）
の
五
十
六
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
〔
無
人
島
長
平
〕
の
構
成
と
し
て
は
、
作
者
が
土
佐
旅
行
で
見
聞
し
た
史
跡
・
旧
跡
な
ど
を
話
題
に
す
る
冒
頭
部
分
と
長
平
を
中
心
と
し
た
漂
流
・
漂
着
・
孤
島
で
の
苦
難
の
生
活
・
そ
こ
か
ら
の
脱
出
お
よ
び
生
還
を
綴
っ
た
後
半
部
分
と
で
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
土
佐
旅
行
記
ふ
う
の
冒
頭
部
分
に
目
を
向
け
て
み
よ
う(３)
。
書
き
出
し
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
先
日
、
私
は
土
佐
の
名
所
見
物
に
出
か
け
諸
所
方
々
を
見
物
し
て
ゐ
る
う
ち
に
、
た
ま
た
ま
宇
多
の
松
原
と
い
ふ
海
岸
に
「
無
人
島
長
平
」
の
墓
が
残
つ
て
ゐ
る
の
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
長
平
は
土
佐
の
国
の
船
頭
で
あ
つ
た
が
航
海
中
に
漂
流
し
て
（
天
明
五
年
正
月
か
ら
寛
政
九
年
六
月
ま
で
）
無
人
島
に
棲
息
し
寛
政
十
年
正
月
廿
九
日
、十
三
年
ぶ
り
で
生
れ
故
郷
の
土
佐
に
帰
つ
て
来
た
。
そ
の
墓
は
宇
多
の
松
原
の
墓
地
に
今
も
残
つ
て
ゐ
て
、
そ
の
小
さ
な
碑
面
に
は
「
無
人
島
野
村
長
平
」
と
記
し
て
あ
る
。
墓
の
右
側
に
は
「
文
政
四
巳
年
」
左
側
に
は
単
に
「
四
月
八
日
」
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
「
土
佐
の
名
所
見
物
」
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
宇
多
の
松
原
の
一
角
で
偶
然
長
平
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の
墓
に
出
会
っ
た
と
い
う
書
き
出
し
で
あ
る
。
冒
頭
部
分
に
出
て
く
る
「
名
所
」
は
、
「
土
佐
日
記
」
に
記
さ
れ
て
い
る
宇
多
の
松
原
（
従
来
、
今
日
の
赤
岡
、
岸
本
方
面
の
海
岸
と
考
え
ら
れ
て
き
た
）
の
ほ
か
、
野
中
兼
山
が
開
鑿
に
貢
献
し
た
手て
結い
の
港
、
江
藤
新
平
が
佐
賀
の
乱
に
敗
れ
て
逃
れ
る
途
中
立
ち
寄
っ
た
餅
茶
屋
、
承
久
の
乱
で
土
佐
・
阿
波
に
配
流
に
な
っ
た
土
御
門
上
皇
ゆ
か
り
の
月
見
山
な
ど
で
、
こ
れ
ら
は
高
知
市
の
東
方
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
比
較
的
狭
い
地
域
に
集
ま
っ
て
い
る
い
わ
ば
〝
定
番
〞
の
名
所
で
あ
る
（
下
図
参
照
）。
井
伏
の
文
章
は
、
こ
う
い
っ
た
名
所
旧
跡
を
巡
る
気
ま
ま
な
旅
の
途
中
、
た
ま
た
ま
長
平
の
墓
に
出
会
っ
た
、
と
い
う
書
き
ぶ
り
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
井
伏
の
実
際
の
旅
行
は
こ
の
文
章
の
趣
と
は
だ
い
ぶ
ん
異
な
る
よ
う
で
、
そ
の
点
は
先
に
注
（
２
）
に
挙
げ
た
前
田
貞
昭
氏
の
研
究
（「
井
伏
鱒
二
の
土
佐
へ
の
旅
―
〈
博
浪
沙
〉
招
待
旅
行
と
井
伏
紀
行
文
」）
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
井
伏
の
昭
和
十
年
五
月
と
同
十
四
年
四
月
の
二
度
の
土
佐
旅
行
は
、
当
時
の
人
気
作
家
田
中
貢
太
郎
が
自
身
が
主
宰
し
て
い
た
随
筆
雑
誌
『
博
浪
沙
』
の
若
手
同
人
た
ち
を
連
れ
た
里
帰
り
旅
行
で
、
迎
え
る
側
の
高
知
で
は
実
業
家
や
新
聞
社
が
中
央
文
壇
一
行
の
歓
待
に
相
務
め
た
と
の
こ
と
だ
。
つ
ま
り
二
度
の
土
佐
旅
行
は
、
一
言
で
言
え
ば
「
豪
勢
な
招
待
旅
行
だ
っ
た
」
わ
け
で
あ
る
。
井
伏
の
土
佐
紀
行
文
の
印
象
と
実
際
の
「
豪
勢
な
招
待
旅
行
」
と
の
隔
た
り
に
関
し
て
、
前
田
氏
は
、
ま
ず
「
井
伏
の
土
佐
紀
行
文
は
、
田
中
貢
太
郎
を
中
心
と
し
た
博
浪
沙
一
行
の
旅
で
あ
る
こ
と
や
、
地
元
の
新
聞
社
・
実
業
家
た
ち
に
招
待
さ
れ
た
豪
勢
な
旅
で
あ
っ
た
こ
と
に
全
く
言
及
し
な
い
」
と
押
さ
え
た
う
え
で
、「
旅
に
出
た
い
と
願
う
性
分
に
根
差
し
た
一
人
旅
の
よ
う
な
記
述
で
始
ま
る
冒
頭
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、
井
伏
は
お
の
れ
一
箇
の
好
奇
心
に
映
っ
た
土
佐
の
風
土
・
人
間
・
歴
史
を
軸
に
紀
行
文
を
綴
る
」
と
述
べ
て
い
る
。「
一
人
旅
の
よ
う
な
記
述
で
始
ま
る
冒
頭
」
と
は
同
じ
土
佐
旅
行
を
も
と
に
し
た
別
の
文
章
「
初
夏
の
室
戸
岬
」（
初
出
は
昭
和
一
〇
年
五
月
二
六
日
、『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』）
に
つ
い
て
の
指
摘
だ
が
、
こ
れ
は
そ
の
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（三）
〔無人島長平〕関連地図
ま
ま
〔
無
人
島
長
平
〕
に
も
あ
て
は
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
お
の
れ
一
箇
の
好
奇
心
に
映
っ
た
土
佐
の
風
土
・
人
間
・
歴
史
を
軸
に
紀
行
文
を
綴
る
」
と
い
う
指
摘
も
〔
無
人
島
長
平
〕
の
理
解
に
有
効
な
見
方
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
好
奇
心
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
順
次
こ
の
後
追
究
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
こ
の
段
階
で
確
認
で
き
る
こ
と
は
、
実
際
は
「
豪
勢
な
招
待
旅
行
」
で
あ
り
、
用
意
さ
れ
た
名
所
旧
跡
の
定
番
コ
ー
ス
を
借
り
上
げ
バ
ス
で
団
体
の
一
員
と
し
て
巡
回
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
発
表
さ
れ
た
文
章
で
は
あ
た
か
も
ぶ
ら
っ
と
一
人
旅
に
出
た
際
の
見
聞
を
綴
っ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
時
の
旅
行
の
行
程
を
記
録
的
に
綴
っ
た
田
中
貢
太
郎
の
随
筆
「
土
佐
紀
行
」（「
昭
和
一
〇
年
五
月
一
六
日
」
の
日
付
あ
り
。
随
筆
集
『
杖
頭
銭
』
昭
和
一
〇
年
八
月
、
学
芸
社
、
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
一
行
は
、
五
月
四
日
は
「
土
佐
観
光
協
会
の
案
内
で
」
高
知
市
と
そ
の
東
郊
の
一
宮
神
社
、
国
分
寺
、
紀
貫
之
の
邸
跡
、
山
田
町
（
現
・
香
美
市
土
佐
山
田
）
の
長
尾
鶏
、
龍
河
洞
な
ど
を
回
っ
た
後
、
岸
本
町
（
現
・
香
南
市
香
我
美
町
岸
本
）
の
土
御
門
上
皇
の
旧
跡
、
夜
須
村
（
現
・
香
南
市
夜
須
町
）
の
海
水
浴
場
、
手
結
（
現
・
香
南
市
夜
須
町
手
結
）
の
餅
屋
な
ど
を
訪
れ
て
い
る
。
ま
た
六
日
は
「
野
村
自
動
車
会
社
の
大
き
な
バ
ス
に
乗
つ
て
」
室
戸
岬
に
向
か
う
途
中
、
再
び
手
結
山
の
餅
屋
に
寄
っ
て
い
る
。
田
中
の
「
土
佐
紀
行
」
に
は
長
平
に
関
す
る
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
宇
多
の
松
原
（
岸
本
海
岸
）
の
共
同
墓
地
が
東
へ
向
か
う
主
要
道
路
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
五
月
四
日
も
し
く
は
六
日
、
記
述
が
な
く
て
も
一
行
が
長
平
の
墓
に
立
ち
寄
っ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
井
伏
の
土
佐
旅
行
に
お
い
て
あ
る
程
度
の
単
独
行
動
の
余
地
は
否
定
で
き
な
い
が
、
彼
が
こ
の
団
体
に
加
わ
っ
て
い
る
以
上
、
一
人
で
宇
多
の
松
原
を
訪
れ
長
平
の
墓
に
出
く
わ
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
こ
に
は
、「
お
の
れ
一
箇
の
好
奇
心
」
に
よ
っ
て
実
際
の
経
験
に
取
捨
選
択
や
変
容
を
加
え
、
単
な
る
事
実
の
見
聞
記
と
は
異
な
る
も
の
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、長
平
の
墓
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
は
、
こ
の
後
取
り
上
げ
る
長
平
漂
流
譚
の
典
拠
と
も
関
連
し
て
く
る
の
で
、
そ
こ
で
再
び
言
及
す
る
こ
と
と
す
る
。
名
所
旧
跡
に
言
及
し
つ
つ
紀
行
文
ふ
う
の
書
き
出
し
で
始
ま
っ
た
あ
と
、〔
無
人
島
長
平
〕
の
記
述
は
長
平
を
中
心
と
し
た
漂
流
か
ら
生
還
に
至
る
物
語
に
移
行
し
て
い
く
。
分
量
と
し
て
は
、〔
無
人
島
長
平
〕
全
体
は
八
千
字
あ
ま
り
の
文
章
で
、
う
ち
冒
頭
部
分
は
約
二
千
字
な
の
で
、
は
じ
め
の
四
分
の
一
程
度
が
紀
行
文
的
部
分
、
残
り
の
四
分
の
三
が
長
平
た
ち
の
漂
流
譚
と
い
っ
た
割
合
で
あ
る
。
次
に
〔
無
人
島
長
平
〕
で
井
伏
が
描
き
出
し
た
長
平
像
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
井
伏
の
「
お
の
れ
一
箇
の
好
奇
心
」
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
あ
る
偏
向
を
伴
う
長
平
像
が
は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
箇
所
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
・
田
圃
の
畦
み
ち
に
は
野
生
の
ま
ま
に
楊
梅
の
木
が
生
え
て
ゐ
て
、
そ
の
畔
み
ち
伝
ひ
に
行
く
と
お
そ
ら
く
共
同
墓
地
と
思
は
れ
る
墓
地
が
あ
つ
て
貧
弱
な
墓
石
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
ゐ
る
。
た
い
て
い
ど
こ
の
田
舎
に
行
つ
て
み
て
も
、
臨
海
の
部
落
の
そ
ば
に
は
多
く
岸
辺
に
墓
地
が
あ
る
。
松
原
の
な
か
や
砂
丘
の
か
げ
や
葭
原
の
な
か
な
ど
に
、
き
つ
と
漁
村
の
貧
し
い
暮
し
の
思
ひ
入
れ
よ
ろ
し
く
、
形
骸
な
き
ま
で
に
風
化
さ
れ
た
小
さ
な
墓
が
な
ら
ん
で
ゐ
る
。
長
平
の
墓
も
海
岸
の
さ
う
い
ふ
定
石
通
り
の
墓
地
に
あ
つ
て
、
し
か
も
長
平
の
墓
は
他
の
墓
に
比
べ
て
更
ら
に
み
す
ぼ
ら
し
い
。
無
人
島
か
ら
帰
つ
て
来
て
か
ら
の
長
平
の
生
活
が
、
晩
年
あ
ま
り
恵
ま
れ
た
も
の
で
な
か
つ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
・
長
平
は
無
学
の
男
で
あ
つ
た
も
の
と
見
え
、
彼
み
づ
か
ら
書
い
た
と
い
ふ
手
記
は
伝
は
つ
て
ゐ
な
い
。
封
建
時
代
の
土
佐
の
岸
本
村
船
頭
長
平
は
、
十
三
年
間
も
無
人
島
で
日
を
送
る
こ
と
が
可
能
で
あ
つ
た
く
ら
ゐ
強
靭
な
神
経
を
持
つ
て
ゐ
て
、
あ
く
ま
で
も
体
力
的
に
頑
健
で
且
つ
あ
く
ま
で
も
無
学
で
あ
つ
た
も
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の
に
違
ひ
な
い
。
・
長
平
は
沈
着
に
庭
さ
き
に
立
ち
、
江
戸
で
覚
え
た
さ
は
や
か
な
弁
舌
で
十
三
年
間
の
思
ひ
が
け
な
い
冒
険
談
を
語
つ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
・
こ
の
長
平
の
墓
が
土
佐
の
岸
本
浦
の
松
原
に
残
つ
て
ゐ
る
。
高
さ
一
尺
あ
ま
り
幅
七
寸
く
ら
ゐ
の
貧
弱
き
は
ま
る
墓
石
で
あ
る
。
三
番
目
の
引
用
文
に
「
沈
着
」
で
「
さ
は
や
か
な
弁
舌
」
と
あ
る
の
は
、
後
述
す
る
典
拠
の
「
性
来
せ
い
ら
い
怜
悧
り
こ
う
な
る
長
平
は
早
く
も
其
の
意
を
悟
り
ま
し
て
庭
前
に
停
立
し
た
儘まま
遭
難
以
来
の
概
略
を
物
語
り
ま
し
た
れ
ば
（
略
）(４)
」
の
部
分
を
あ
る
程
度
生
か
し
つ
つ
井
伏
流
に
書
き
換
え
た
結
果
、
肯
定
的
な
印
象
の
長
平
像
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
引
用
例
で
は
、
墓
石
の
貧
弱
さ
と
後
半
生
の
不
遇
さ
、
強
靭
な
神
経
と
頑
健
な
身
体
を
持
っ
て
い
た
の
で
生
還
で
き
た
ま
で
で
、
あ
く
ま
で
無
学
な
一
介
の
船
乗
り
と
い
っ
た
否
定
的
な
印
象
を
強
調
し
た
記
述
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
井
伏
の
描
く
長
平
像
が
、
墓
石
の
貧
弱
さ
、
無
学
、
不
幸
・
不
遇
さ
を
強
調
し
た
否
定
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
。
三
、〔
無
人
島
長
平
〕
の
典
拠
を
め
ぐ
っ
て
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
〔
無
人
島
長
平
〕
の
漂
流
譚
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
種
本
と
し
て
用
い
た
典
拠
が
あ
り
、
そ
れ
は
堀
部
功
夫
氏
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
て
い
る(５)
。
氏
に
よ
れ
ば
、
井
伏
が
典
拠
と
し
た
の
は
、
大
正
十
五
年
二
月
発
行
の
『
長
平
嶋
物
語(６)
』
で
、
編
集
発
行
は
岸
本
町
青
年
団
、
筆
者
は
森
下
高
茂
。
典
拠
（
森
下
本
と
称
さ
れ
て
い
る
）
と
〔
無
人
島
長
平
〕
本
文
と
の
対
応
関
係
の
検
証
に
よ
っ
て
、
「
井
伏
随
筆
の
あ
ら
ま
し
は
、
森
下
本
の
無
断
リ
ラ
イ
ト
に
よ
っ
て
成
立
す
る
」
と
の
堀
部
氏
の
断
定
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
つ
ま
り
、〔
無
人
島
長
平
〕
の
四
分
の
三
に
あ
た
る
漂
流
譚
は
、
典
拠
を
半
分
以
下
に
縮
め
て
書
き
直
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る(７)
。
『
長
平
嶋
物
語
』
出
版
の
経
緯
は
、「
は
し
が
き
」（
大
正
一
四
年
七
月
付
け
）
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
地
元
岸
本
町
の
青
年
団
は
地
域
で
語
り
継
が
れ
て
き
た
長
平
の
「
奮
闘
的
精
神
、
創
造
的
生
活
、
協
同
生
活
の
有
難
さ
」
を
顕
彰
す
る
た
め
、
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
「
墓
地
を
修
理
す
る
」
こ
と
と
「
そ
の
記
録
を
保
存
す
る
」
こ
と
を
企
画
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
二
年
前
、
森
下
高
茂
が
『
高
知
新
聞
』
に
長
平
の
漂
流
記
を
連
載
し
た
こ
と
で
、
青
年
団
は
「
記
録
の
保
存
」と
し
て
改
め
て
森
下
に
執
筆
を
依
頼
し
た
。
本
書
に
は
森
下
自
身
の「
緒
言
」
も
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
た
ま
た
ま
入
手
し
た
二
種
類
の
写
本
を
も
と
に
長
平
漂
流
記
を
新
聞
に
連
載
し
、
青
年
団
の
依
頼
に
対
し
て
は
「
長
平
の
如
き
埋
没
せ
る
英
傑
を
世
間
に
顕
彰
し
た
き
熱
心
よ
り
慙
も
遠
慮
も
顧
み
ず
之
を
快
諾
」
し
た
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
新
聞
連
載
時
の
文
語
体(８)
を
口
語
体
に
改
め
て『
長
平
嶋
物
語
』
は
実
現
し
た
。
な
お
、
岸
本
町
青
年
団
の
長
平
顕
彰
事
業
は
『
長
平
嶋
物
語
』出
版
で
は
終
わ
ら
ず
、
翌
昭
和
二
年
三
月
、
高
さ
約
一
・
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
一
メ
ー
ト
ル
の
自
然
石
に
こ
の
顕
彰
事
業
の
趣
意
を
刻
印
し
た
記
念
碑
を
墓
石
の
近
く
に
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記念碑と墓石
建
立
し
て
い
る(９)
。
井
伏
が
こ
の
『
長
平
嶋
物
語
』
を
ど
の
よ
う
に
入
手
し
た
か
に
関
連
す
る
記
述
と
し
て
、
後
年
の
随
筆
「
い
ろ
い
ろ
艸
紙
」（
初
出
、
昭
和
三
一
年
一
月
、『
群
像
』）
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
い
つ
か
私
は
土
佐
へ
出
か
け
た
折
、
宇
多
の
松
原
の
近
く
の
墓
地
で
「
無
人
島
長
平
之
墓
」
と
刻
ん
で
あ
る
墓
を
見
た
。
平
凡
な
小
さ
な
墓
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。
し
か
し
私
は
そ
の
前
日
あ
た
り
、
高
知
の
古
本
屋
で
買
つ
た
長
平
の
「
漂
流
日
記
」
を
読
ん
だ
の
で
、
し
げ
し
げ
と
そ
の
墓
を
見
た
の
で
あ
つ
た
。
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
「
土
佐
へ
出
か
け
た
折
」
と
は
昭
和
十
年
五
月
の
こ
と
だ
と
す
る
と
、
こ
の
記
述
の
内
容
は
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
次
の
よ
う
な
疑
義
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
高
知
の
古
本
屋
で
買
っ
て
読
ん
だ
と
い
う
「
漂
流
日
記
」
は
、
注
（
５
）
の
論
文
で
堀
部
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
石
井
研
堂
編
『
漂
流
奇
談
全
集
』（
明
治
三
三
年
、
博
文
館
）
所
収
の
「
漂
流
日
記
」
を
指
す
。
も
し
昭
和
十
年
五
月
の
土
佐
旅
行
で
『
漂
流
奇
談
全
集
』
も
し
く
は
そ
の
流
布
本
所
収
の
「
漂
流
日
記
」
を
入
手
し
読
ん
で
い
れ
ば
、
直
後
に
書
か
れ
た
〔
無
人
島
長
平
〕
の
本
文
に
そ
れ
が
反
映
さ
れ
て
な
く
、
別
の
典
拠
（
森
下
本
）
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
ま
た
、
右
の
引
用
の
す
ぐ
後
に
は
「
無
人
島
長
平
の
『
漂
流
日
記
』
は
長
平
自
身
が
書
い
た
も
の
だ
と
云
わ
れ
て
ゐ
る
。
御
用
船
の
勤
め
を
し
て
ゐ
た
船
頭
だ
か
ら
文
字
を
綴
る
こ
と
は
で
き
た
ら
う
。」
と
あ
り
、「
あ
く
ま
で
も
無
学
」
と
す
る
〔
無
人
島
長
平
〕
の
長
平
像
と
矛
盾
す
る
。
こ
の
資
料
を
巡
る
不
自
然
さ
や
長
平
像
の
矛
盾
に
つ
い
て
は
、「
い
ろ
い
ろ
艸
紙
」
が
土
佐
旅
行
か
ら
二
十
年
以
上
も
た
っ
た
時
点
で
の
回
想
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
井
伏
の
中
に
記
憶
の
混
乱
が
あ
っ
た
と
ひ
と
ま
ず
推
定
し
て
お
き
た
い
。「
い
ろ
い
ろ
艸
紙
」
は
、
漂
流
民
を
描
い
た
長
編
小
説
『
漂
民
宇
三
郎
』
の
連
載
（
昭
和
二
九
年
四
月
〜
三
〇
年
一
二
月
）
が
完
結
し
た
直
後
に
そ
の
連
載
誌
で
あ
る
『
群
像
』
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
創
作
に
際
し
て
出
会
っ
た
江
戸
期
の
漂
流
に
関
す
る
数
々
の
資
料
に
言
及
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
早
く
か
ら
漂
流
・
漂
民
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
井
伏
で
は
あ
る
が
、〔
無
人
島
長
平
〕
執
筆
以
後
も
漂
流
に
関
す
る
資
料
の
収
集
が
続
き
、
お
そ
ら
く
そ
の
過
程
で
『
漂
流
奇
談
全
集
』
所
収
の
「
漂
流
日
記
」
に
出
会
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
記
憶
の
混
乱
が
生
じ
、
昭
和
十
年
の
土
佐
旅
行
で
入
手
し
た
で
あ
ろ
う
森
下
本
『
長
平
嶋
物
語
』
と
後
に
な
っ
て
入
手
し
た
「
漂
流
日
記
」
と
が
混
線
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
『
漂
流
奇
談
全
集
』
所
収
の
「
漂
流
日
記
」
冒
頭
に
は
、「
校
者
曰
、
漂
客
の
手
つ
か
ら
記
し
た
る
航
海
日
誌
は
、
い
と
珍
ら
し
、
文
辞
の
拙
き
を
咎
め
ず
、
同
情
も
て
読
み
往
け
ば
、
自
ら
落
涙
を
禁
ず
る
こ
と
能
は
ず
」（
傍
線
・
引
用
者
）
と
あ
り
、
井
伏
は
、漂
流
日
記
は
長
平
自
身
が
記
し
た
と
す
る
石
井
研
堂
の
こ
の
言
葉
を
踏
ま
え
て
、
「
い
ろ
い
ろ
艸
紙
」
で
は
識
字
能
力
の
あ
る
長
平
像
を
思
い
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
典
拠
と
な
っ
た
『
長
平
嶋
物
語
』
を
巡
っ
て
こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
整
理
し
つ
つ
、
も
う
少
し
視
野
を
広
げ
て
お
き
た
い
。
井
伏
は
、
お
そ
ら
く
昭
和
十
年
五
月
の
土
佐
旅
行
で
『
長
平
嶋
物
語
』
を
入
手
し
た
。
そ
の
経
緯
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
旅
行
中
長
平
の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
時
、
地
元
の
誰
か
が
こ
の
本
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
十
年
ほ
ど
前
に
新
聞
連
載
と
出
版
が
あ
り
、
ま
た
記
念
碑
の
建
立
も
あ
っ
て
、
高
知
で
は
長
平
に
関
し
て
一
定
の
認
知
度
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
井
伏
の
方
は
、
相
馬
正
一
氏
の
指
摘(儗)
の
よ
う
に
、
前
年
（
昭
和
九
年
）
の
「
青
ヶ
島
大
概
記
」
執
筆
に
用
い
た
資
料
「
八
丈
実
記
」
の
な
か
に
長
平
に
関
す
る
記
述
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
点
で
長
平
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
つ
ま
り
井
伏
は
、
漂
流
や
漂
流
民
・
長
平
に
対
し
て
一
定
の
関
心
と
予
備
知
識
を
も
っ
て
「
豪
勢
な
招
待
旅
行
」
に
加
わ
り
、
他
の
名
所
も
巡
る
な
か
で
岸
本
海
岸
（
宇
多
の
松
原
）
の
共
同
墓
地
の
一
角
で
長
平
の
墓
石
に
出
会
う
、
そ
う
い
う
流
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れ
の
中
で
『
長
平
嶋
物
語
』
も
含
め
た
長
平
に
関
す
る
情
報
を
入
手
し
て
い
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
か
つ
て
涌
田
佑
氏
は
ま
だ
典
拠
が
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
「
井
伏
は
こ
の
旅
行
を
利
用
し
て
そ
の
近
辺
を
取
材
し
て
回
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り(儘)
」
と
書
い
た
が
、〔
無
人
島
長
平
〕
が
『
長
平
嶋
物
語
』
の
リ
ラ
イ
ト
で
成
り
立
っ
て
い
る
事
情
か
ら
す
れ
ば
、
井
伏
の
積
極
的
な
取
材
行
為
の
可
能
性
は
あ
ま
り
高
く
な
い
だ
ろ
う
。
も
う
一
点
、
典
拠
『
長
平
嶋
物
語
』
に
関
し
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
書
に
は
、
次
の
よ
う
な
口
絵
写
真
が
一
枚
つ
い
て
い
る
。
共
同
墓
地
と
思
わ
れ
る
一
角
に
「
無
人
嶋
野
村
長
平
之
墓
」
と
書
か
れ
た
標
柱
と
と
も
に
墓
石
が
写
っ
て
い
て
、
そ
の
様
子
は
、
標
柱
を
除
け
ば
、
先
に
引
用
し
た
「
み
す
ぼ
ら
し
い
」「
貧
弱
な
」
と
い
う
井
伏
の
墓
地
風
景
の
表
現
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
写
真
の
撮
影
時
期
は
不
明
だ
が
、
新
し
く
て
も
出
版
時
点
の
大
正
十
五
年
二
月
を
下
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
青
年
団
に
よ
る
墓
地
の
修
理
も
終
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
（
昭
和
二
年
建
立
の
記
念
碑
に
は
、「
漂
流
傳
記
」〈『
長
平
嶋
物
語
』
の
こ
と
〉
の
「
純
益
ヲ
以
テ
墓
所
ノ
周
囲
ヲ
修
理
セ
リ
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
井
伏
た
ち
が
訪
れ
た
（
と
推
測
す
る
）
昭
和
十
年
の
長
平
の
墓
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
立
派
な
記
念
碑
が
近
く
に
設
置
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
記
念
碑
が
あ
り
修
理
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
墓
地
の
風
景
は
、
十
年
近
い
歳
月
で
叢
に
覆
わ
れ
気
味
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
こ
の
写
真
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
井
伏
の
文
章
は
ま
る
で
こ
の
写
真
の
た
た
ず
ま
い
を
写
し
取
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
こ
こ
か
ら
は
更
な
る
重
大
な
疑
念
（
ひ
ょ
っ
と
し
て
井
伏
は
長
平
の
墓
石
す
ら
実
見
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
写
真
を
も
と
に
文
章
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
）
が
出
て
き
そ
う
だ
が
、
そ
の
点
は
五
節
で
再
び
言
及
す
る
こ
と
と
す
る
。
四
、
長
平
に
関
す
る
文
献
資
料
と
そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
長
平
像
前
節
の
堀
部
論
の
中
に
は
長
平
に
関
す
る
文
献
資
料
の
情
報
も
多
く
含
ま
れ
て
い
て
、
小
稿
も
そ
れ
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
の
情
報
も
含
め
て
長
平
に
関
す
る
文
献
を
大
別
す
る
と
、
①
当
時
の
役
所
の
調
書
等
の
公
的
な
記
録
、
お
よ
び
そ
の
複
製
、
②
（
拡
散
し
た
で
あ
ろ
う
①
の
資
料
を
使
っ
て
）
長
平
を
主
人
公
に
小
説
・
物
語
の
ス
タ
イ
ル
で
描
い
た
も
の
、
③
（
①
の
文
献
を
主
要
資
料
と
し
た
）
漂
流
、
漂
民
に
つ
い
て
の
学
術
的
・
研
究
的
著
作
、
の
よ
う
な
区
分
け
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
例
と
し
て
、
把
握
し
た
範
囲
で
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
①
の
例
ａ
、『
土
佐
國
群
書
類
従
巻
第
八
十
下
』
所
収
「
無
人
島
漂
流
記
下
岸
本
長
平
無
人
島
江
漂
流
之
覚
」（
吉
村
春
峰
編
明
治
一
四
年
〔
一
八
八
一
〕
活
字
本
は
平
成
一
七
年
〔
二
〇
〇
五
〕
高
知
県
立
図
書
館
編
集
発
行
の
第
七
巻
所
収
）
ｂ
、『
漂
流
奇
談
全
集
』（
石
井
研
堂
〔
民
司
〕
編
明
治
三
三
年
〔
一
九
○
○
〕
博
文
館
刊
）
所
収
「
漂
流
日
記
」（
前
出
）
再
編
本
『
石
井
研
堂
こ
れ
く
し
ょ
ん
江
戸
漂
流
記
総
集
第
一
巻
』（
山
下
恒
夫
再
編
平
成
四
年
〔
一
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口絵写真
九
九
二
〕
日
本
評
論
社
刊
）
に
所
収
ｃ
、『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
第
五
巻
漂
流
』（
谷
川
健
一
編
集
昭
和
四
三
年
〔
一
九
六
八
〕
三
一
書
房
刊
）
所
収
の
「
無
人
島
物
語
」
ｄ
、『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
第
一
巻
探
検
・
紀
行
・
地
誌
南
島
篇
』（
谷
川
健
一
編
集
昭
和
四
三
年
〔
一
九
六
八
〕
三
一
書
房
刊
）
所
収
の
「
八
丈
実
記
」（
前
出
）
②
の
例
ａ
、『
土
佐
の
長
平
漂
流
ば
な
し
』
北
村
重
敬
明
治
三
四
年
（
一
九
○
一
）
開
発
社
刊
ｂ
、『
長
平
嶋
物
語
』（
前
出
）
森
下
高
茂
岸
本
町
青
年
団
編
集
兼
発
行
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
ｃ
、『
水
夫
長
平
無
人
島
漂
流
記
』
南
洋
一
郎
昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）
偕
成
社
ｄ
、『
長
平
漂
流
記
』
宮
田
定
繁
昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
）
高
知
県
立
中
芸
高
等
学
校
（
非
売
品
）
ｅ
、『
漂
流
』
吉
村
昭
昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）
新
潮
社
ｆ
、『
無
人
島
長
平
物
語
』
近
藤
勝
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
高
知
新
聞
社
ｇ
、『「
ア
ホ
ウ
ド
リ
」
と
生
き
た
12
年
無
人
島
と
少
年
船
乗
り
の
物
語
』
岡
本
文
良
平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
）
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
ｈ
、『
に
っ
ぽ
ん
ロ
ビ
ン
ソ
ン
土
佐
の
長
平
・
無
人
島
漂
流
記
』
三
田
村
信
行
（
絵
・
田
中
槇
子
）
平
成
一
〇
年
（
一
九
九
八
）
ポ
プ
ラ
社
③
の
例
ａ
、『
鳥
島
漂
着
物
語
―
18
世
紀
庶
民
の
無
人
島
体
験
』
小
林
郁
平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
）
成
山
堂
書
店
ｂ
、『
江
戸
時
代
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン
―
七
つ
の
漂
流
譚
』
岩
尾
龍
太
郎
平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
）
弦
書
房
ｃ
、『
漂
流
の
島
―
江
戸
時
代
の
鳥
島
漂
流
民
た
ち
を
追
う
』
高
橋
大
輔
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
草
思
社
こ
の
ほ
か
、
江
戸
後
期
、
松
平
定
信
の
随
筆
『
花
月
草
紙
』（『
日
本
随
筆
大
成
第
三
期
第
一
巻
』
所
収
昭
和
五
一
年
〔
一
九
七
六
〕
吉
川
弘
文
館
）
の
な
か
に
漂
流
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、
②
の
ａ
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
映
像
資
料
と
し
て
、
②
の
ｅ
（
吉
村
昭
『
漂
流
』）
を
原
作
と
す
る
映
画
作
品
「
漂
流
」（
監
督
・
森
谷
司
郎
昭
和
五
六
年
〔
一
九
八
一
〕）
が
あ
る
。
長
平
を
顕
彰
す
る
活
動
と
し
て
は
、
前
述
の
大
正
末
・
昭
和
初
め
の
岸
本
町
青
年
団
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
生
還
二
百
年
目
に
あ
た
る
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）、
地
元
で
は
次
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
像
が
建
立
さ
れ
、
ま
た
イ
ベ
ン
ト
「
無
人
島
長
平
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
（
現
在
は
休
止
）。
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イメージ像とともに
設置されている墓石、記念碑
さ
て
、
こ
れ
ら
の
文
献
や
映
像
資
料
、
顕
彰
活
動
の
中
で
長
平
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
主
に
文
献
資
料
の
②
に
描
か
れ
た
長
平
像
を
見
て
み
よ
う
。
ａ
『
土
佐
の
長
平
漂
流
ば
な
し
』
―
こ
の
書
で
は
、
年
少
者
に
向
け
て
語
り
掛
け
る
文
体
で
、
長
平
を
海
洋
進
出
の
先
駆
け
と
し
て
描
い
て
い
る
。
前
書
き
「
読
者
に
つ
ぐ
」
に
は
、「
此
の
本
を
公
に
す
る
主
意
は
、
日
本
人
の
島
国
根
性
を
打
破
し
た
い
と
い
ふ
に
あ
る
の
だ
。（
略
）
さ
し
あ
た
り
海
事
思
想
を
啓
発
し
て
、
航
海
探
険
貿
易
移
住
植
民
等
の
念
慮
を
起
こ
さ
す
が
捷
径
だ
と
思
ふ
。」
と
あ
り
、
ま
た
筆
者
の
創
作
部
分
と
し
て
、
長
平
が
お
上
に
対
し
て
無
人
島
探
索
の
必
要
性
を
献
策
す
る
と
い
う
具
合
に
、
こ
の
時
代
ら
し
く
楽
天
的
な
対
外
膨
張
論
に
立
っ
て
、
長
平
を
無
人
島
発
見
の
功
労
者
、
海
国
日
本
の
模
範
的
健
児
と
し
て
描
い
て
い
る
。
ｂ
『
長
平
嶋
物
語
』
―
す
で
に
触
れ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
書
に
は
発
行
を
企
画
し
た
地
元
青
年
団
と
著
者
・
森
下
と
の
両
者
の
前
書
き
が
あ
り
、
そ
こ
に
長
平
に
対
す
る
見
方
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
青
年
団
は
「
長
平
氏
の
奮
闘
的
精
神
、
創
造
的
生
活
、
協
同
生
活
の
有
難
さ
を
想
ひ
」、
森
下
は
「
長
平
の
如
き
埋
没
せ
る
英
傑
を
世
間
に
顕
彰
し
た
き
熱
心
よ
り
」、
そ
れ
ぞ
れ
長
平
を
後
進
の
目
指
す
べ
き
指
標
と
位
置
付
け
て
い
る
。
ｃ
『
水
夫
長
平
無
人
島
漂
流
記
』
―
こ
れ
も
序
文
「
な
ぜ
、
私
は
本
書
を
書
い
た
か
」
の
次
の
よ
う
な
部
分
に
筆
者
の
見
方
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。「
こ
れ
ら
の
漂
流
記
を
読
む
と
、
日
本
の
船
乗
が
む
か
し
か
ら
い
か
に
剛
健
で
不
屈
の
精
神
を
持
ち
工
夫
の
才
能
に
ゆ
た
か
で
信
仰
、
感
謝
の
念
が
つ
よ
い
か
、
そ
し
て
、
い
か
に
団
結
力
に
富
ん
で
ゐ
た
か
わ
か
り
、
世
界
無
比
の
現
代
日
本
の
海
員
魂
と
は
彼
等
の
や
う
な
む
か
し
の
船
乗
か
ら
伝
わ
つ
て
来
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。」
ｄ
『
長
平
漂
流
記
』
―
地
元
高
校
の
教
師
に
よ
る
手
作
り
本
で
、「（
略
）
十
年
間
言
語
に
絶
す
る
苦
労
を
し
た
そ
の
忍
耐
力
、
何
物
に
も
挫
け
な
い
不
屈
の
精
神
力
、
物
資
と
て
何
一
つ
な
い
孤
島
で
、
衣
食
住
を
解
決
し
て
生
き
ぬ
い
た
創
造
性
、
只
々
驚
嘆
の
外
あ
り
ま
せ
ん
。（
略
）
長
平
は
土
佐
の
誇
り
で
あ
り
ま
す
。
私
は
こ
の
土
佐
の
誇
り
を
単
に
昔
物
語
に
終
わ
ら
せ
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
ま
で
も
我
々
土
佐
人
の
心
の
火
と
し
て
燃
え
続
け
さ
せ
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。」
と
す
る
序
文
が
あ
る
。
ｅ
『
漂
流
』
―
冒
頭
部
分
で
作
者
は
、
太
平
洋
戦
争
の
あ
と
終
戦
を
知
ら
ず
に
孤
島
に
取
り
残
さ
れ
た
日
本
人
が
ひ
き
起
こ
し
た
「
ア
ナ
タ
ハ
ン
事
件
」
や
戦
後
長
く
密
林
に
潜
ん
で
い
た
横
井
庄
一
氏
・
小
野
田
寛
郎
氏
の
事
例
を
あ
げ
て
、
彼
ら
の
こ
と
を
「
戦
争
と
い
う
激
し
い
潮
流
に
押
し
流
さ
れ
た
漂
流
者
た
ち
な
の
だ
ろ
う
」
と
と
ら
え
、
ま
た
、「
江
戸
期
の
漂
流
者
た
ち
も
、
幕
府
の
政
策
の
犠
牲
者
で
あ
っ
た
言
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
書
い
て
い
る
。
軍
国
主
義
や
鎖
国
政
策
へ
の
批
判
を
外
枠
と
し
、
そ
の
内
側
に
絶
望
的
な
状
況
に
あ
っ
て
も
精
い
っ
ぱ
い
奮
闘
す
る
長
平
た
ち
の
人
間
ド
ラ
マ
を
描
い
て
い
る
。
ｆ
『
無
人
島
長
平
物
語
』
―
本
文
中
の
「
一
年
と
五
カ
月
余
に
わ
た
り
（
長
平
が
た
っ
た
一
人
で
い
た
期
間
・
引
用
者
）
孤
島
・
鳥
島
の
完
全
孤
独
に
耐
え
ぬ
い
た
、
長
平
の
耐
性
・
適
応
性
・
体
力
こ
そ
は
、
土
佐
人
へ
の
偉
大
な
教
訓
と
し
て
、
永
久
に
語
り
伝
え
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。」
に
、
筆
者
の
姿
勢
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
ｇ
『「
ア
ホ
ウ
ド
リ
」
と
生
き
た
12
年
無
人
島
と
少
年
船
乗
り
の
物
語
』
―
年
少
者
向
け
に
、
長
平
を
一
三
、
四
歳
の
聡
明
で
忍
耐
強
い
少
年
に
作
り
替
え
て
い
る
。
「
あ
と
が
き
」
に
、「
わ
た
し
は
、
そ
の
話
に
創
意
工
夫
、
忍
耐
、
な
に
ご
と
も
あ
き
ら
め
て
は
い
け
な
い
こ
と
な
ど
、
人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
で
た
い
せ
つ
な
心
の
も
ち
方
が
し
め
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
こ
の
物
語
を
書
こ
う
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。」
と
あ
る
。
ｈ
『
に
っ
ぽ
ん
ロ
ビ
ン
ソ
ン
土
佐
の
長
平
・
無
人
島
漂
流
記
』
―
「
わ
た
し
が
、
岸
本
浦
の
長
平
で
す
」
と
長
平
が
一
人
称
で
漂
流
体
験
を
語
り
始
め
る
設
定
で
、
ｇ
と
同
様
年
少
者
向
け
に
作
ら
れ
、
い
く
つ
か
の
創
作
部
分
も
加
え
つ
つ
た
く
ま
し
く
生
き
抜
い
た
長
平
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
以
上
、
小
説
・
物
語
の
な
か
の
長
平
は
、
強
弱
の
差
は
あ
っ
て
も
、
傑
出
し
た
偉
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人
・
英
雄
で
あ
り
、
そ
の
不
屈
の
精
神
、
創
意
工
夫
、
協
調
性
な
ど
の
点
に
お
い
て
後
進
の
学
ぶ
べ
き
範
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
松
平
定
信
の
随
筆
『
花
月
草
紙
』（
前
出
）
に
も
、「
と
し
ぐ
え
み
し
の
国
へ
吹
き
な
が
さ
る
ゝ
船
子
ど
も
、
命
ま
た
う
し
て
か
へ
り
く
る
も
の
も
あ
る
こ
と
な
り
。
か
な
ら
ず
二
三
十
人
の
り
て
出
づ
る
が
、
お
ほ
く
死
し
て
、
か
へ
る
は
ふ
た
り
み
た
り
に
過
ぎ
ず
。（
略
）
さ
れ
ば
一
船
の
う
ち
の
英
雄
、
か
な
ら
ず
生
き
の
こ
り
て
か
く
あ
る
な
り
け
り
。」
と
あ
り
、
同
時
代
の
見
解
と
し
て
も
「
英
雄
」
の
み
が
生
還
で
き
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
長
平
を
傑
物
と
し
て
偶
像
視
す
る
大
方
の
見
方
に
比
べ
、
井
伏
の
描
く
長
平
像
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
無
学
で
不
遇
な
一
介
の
船
乗
り
と
い
っ
た
表
現
は
、
井
伏
の
ど
の
よ
う
な
視
線
の
向
け
方
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
節
で
は
、
そ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
五
、
井
伏
が
描
く
長
平
像
の
特
異
さ
と
そ
の
創
作
姿
勢
こ
れ
ま
で
も
言
及
し
て
き
た
が
、〔
無
人
島
長
平
〕
に
関
す
る
先
行
研
究
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
・
井
伏
は
こ
の
旅
行
を
利
用
し
て
そ
の
近
辺
を
取
材
し
て
回
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
こ
の
こ
と
が
引
金
と
な
っ
て
、
さ
ら
に
充
実
し
た
ジ
ョ
ン
万
も
の
へ
と
井
伏
の
興
味
は
向
っ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
涌
田
佑
「『
ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
』
―
そ
の
、
井
伏
文
学
に
占
め
る
位
置
」
前
出
）
・
井
伏
が
十
三
年
に
及
ぶ
長
平
漂
流
譚
に
興
味
を
示
し
て
い
た
時
点
で
、
の
ち
に
同
じ
体
験
を
し
た
ジ
ョ
ン
万
次
郎
が
視
野
に
入
っ
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
あ
る
ま
い
。
・
井
伏
が
「
無
人
島
長
平
」
及
び
そ
の
続
編
を
書
く
に
当
っ
て
、「
青
ヶ
島
大
概
記
」
で
参
照
し
た
資
料
を
援
用
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
実
は
『
八
丈
実
記
』
の
中
に
長
平
ら
に
関
す
る
資
料
は
か
な
り
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
で
、
「
青
ヶ
島
大
概
記
」
執
筆
の
時
点
で
長
平
に
関
す
る
記
録
も
読
ん
で
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
土
佐
旅
行
の
時
、
長
平
の
墓
と
対
面
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
一
挙
に
〈
無
人
島
長
平
漂
流
譚
〉
へ
と
発
展
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
相
馬
正
一
『
続
井
伏
鱒
二
の
軌
跡
』
前
出
）
・
井
伏
は
、
こ
の
森
下
本
に
た
だ
、
土
佐
紀
行
を
付
加
し
、
長
平
の
不
幸
を
強
調
し
、
顕
彰
運
動
を
無
視
し
た
ば
か
り
、
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
・
井
伏
の
関
心
は
長
平
の
不
遇
に
傾
い
て
い
る
。
（
堀
部
功
夫
「『
無
人
島
長
平
』
の
主
典
拠
」
前
出
）
・
井
伏
が
注
目
す
る
の
は
、
宇
多
の
松
原
で
目
に
し
た
見
窄
ら
し
い
長
平
の
墓
で
あ
る
。「
あ
く
ま
で
も
無
学
で
あ
つ
た
に
違
ひ
な
い
」（「
無
人
島
長
平
」）
と
断
定
す
る
長
平
に
本
格
的
な
関
心
を
寄
せ
て
、後
の
漂
民
も
の
に
接
続
す
る「
無
人
島
長
平
」「
長
平
の
墓
」
と
い
う
二
篇
を
書
く
。
（
前
田
貞
昭
「
井
伏
鱒
二
の
土
佐
へ
の
旅
―
〈
博
浪
沙
〉
招
待
旅
行
と
井
伏
紀
行
文
」
前
出
）
涌
田
説
、
相
馬
説
は
と
も
に
、
典
拠
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
の
論
で
、〔
無
人
島
長
平
〕
を
井
伏
の
漂
民
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
く
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
前
田
説
は
、
典
拠
発
見
後
の
論
だ
が
そ
の
視
点
か
ら
の
言
及
は
な
く
、
涌
田
、
相
馬
両
氏
と
同
じ
く
、
の
ち
の
漂
民
も
の
へ
接
続
す
る
作
品
と
位
置
付
け
て
い
る
。
井
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伏
が
「
見
窄
ら
し
い
長
平
の
墓
」
や
「
無
学
で
あ
つ
た
」
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
の
は
、
堀
部
説
と
共
通
す
る
。
前
三
者
に
対
し
堀
部
氏
は
、
こ
の
〔
無
人
島
長
平
〕
を
た
だ
漂
民
も
の
の
系
譜
の
な
か
の
一
過
程
と
見
る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
作
品
の
特
異
さ
を
短
い
言
葉
で
は
あ
る
が
言
い
当
て
て
い
る
。「
長
平
の
不
幸
を
強
調
し
、
顕
彰
運
動
を
無
視
し
」、「
井
伏
の
関
心
は
長
平
の
不
遇
に
傾
い
て
い
る
」
と
い
う
見
方
は
、〔
無
人
島
長
平
〕
の
特
異
さ
を
十
分
に
と
ら
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
研
究
史
を
う
け
て
改
め
て
問
題
提
起
を
す
る
と
、
小
稿
は
、
こ
の
堀
部
氏
の
言
う
井
伏
の
「
傾
き
」、
前
田
氏
の
言
い
方
で
は
「
お
の
れ
一
箇
の
好
奇
心
に
映
っ
た
」
も
の
を
綴
っ
て
い
る
、
と
い
う
指
摘
を
引
き
継
い
で
、
そ
の
内
実
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
で
三
節
の
終
わ
り
で
提
起
し
た
疑
義
（
井
伏
は
長
平
の
墓
地
を
実
際
に
は
見
て
い
な
い
の
で
は
？
）
に
つ
い
て
、
別
の
角
度
か
ら
拡
大
し
て
お
こ
う
。
三
節
で
は
、
口
絵
写
真
の
墓
地
風
景
と
井
伏
の
描
写
と
の
類
似
性
を
理
由
と
し
た
が
、も
う
一
つ
、
墓
石
の
描
写
の
点
で
も
典
拠
と
の
つ
よ
い
重
な
り
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
初
出
形
「
無
人
島
長
平
の
墓
」
の
末
尾
（
こ
の
部
分
は
、
前
半
の
「
無
人
島
長
平
」
と
つ
な
い
だ
場
合
重
複
す
る
の
で
、
単
行
本
収
録
の
際
削
除
さ
れ
て
い
る
）
と
典
拠
『
長
平
嶋
物
語
』
の
森
下
の
「
緒
言
」
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
引
用
し
て
み
る
。
貧
弱
き
は
ま
る
墓
石
の
お
も
て
に
「
無
人
島
野
村
長
平
」
と
記
し
て
あ
る
。
墓
石
の
右
側
面
に
は
文
政
四
巳
年
と
記
し
、
左
側
面
に
は
四
月
八
日
と
記
し
て
あ
る
。
苔
む
し
て
、
尚
ほ
さ
ら
簡
朴
の
味
は
ひ
を
深
め
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
こ
こ
の
松
原
を
宇
多
の
松
原
と
い
ひ
、
紀
貫
之
の
土
佐
日
記
に
は
「
か
く
て
宇
多
の
松
原
を
行
き
過
ぐ
（
中
略
）
（
マ
マ
）
も
と
ご
と
に
浪
う
ち
よ
せ
、
枝
ご
と
に
鶴
と
び
か
ふ
」
と
云
つ
て
あ
る
。
し
か
し
い
ま
で
は
鶴
は
飛
ん
で
ゐ
な
い
。
潮
風
に
松
の
枝
が
鳴
り
、
文
学
的
に
は
月
並
み
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
あ
く
ま
で
も
健
康
向
き
の
海
浜
風
景
で
あ
る
。
（
初
出
形
「
無
人
島
長
平
の
墓
」
の
末
尾
）
一
昨
年
香
美
郡
巡
遊
の
時
に
岸
本
町
に
て
曾
て
土
佐
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン
と
云
は
れ
ま
し
た
有
名
な
る
漂
流
人
野
村
長
平
の
墓
を
訪
ひ
ま
し
た
。
墓
は
同
浦
青
松
の
蔭
、
白
砂
の
間
、
彼
の
古
の
歌
聖
紀
貫
之
の
名
記
文
に
『
か
く
て
宇
多
の
松
原
を
行
き
過
ぐ
其
松
の
數
い
く
そ
ば
く
、
千
年
経
た
り
と
し
ら
ず
、
も
と
ご
と
に
浪
う
ち
よ
せ
、
枝
ご
と
に
鶴
飛
び
か
ふ
』
と
記
し
ま
し
た
。
(マ
マ
)
宇
多
の
松
原
に
あ
り
ま
し
て
、
其
の
苔
蒸
す
一
小
碑
石
の
正
面
に
無
人
嶋
野
村
長
平
、
右みぎ
側が
面わ
に
文
政
四
巳
年
、
左
側
ひ
だ
り
が
面わ
に
は
四
月
八
日
と
簡
朴
に
記
し
あ
る
所
に
反
つ
て
千
萬
無
量
の
幽
趣
味
あ
る
様
に
感
じ
ま
し
た
。
（
典
拠
『
長
平
嶋
物
語
』
の
森
下
高
茂
「
緒
言
」
の
冒
頭
部
分
）
こ
の
二
文
を
見
比
べ
る
と
、
墓
石
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
の
説
明
や
土
佐
日
記
の
引
用
、「
簡
朴
」「
苔
む
す
」
の
語
彙
使
用
な
ど
の
点
で
、
井
伏
は
森
下
文
を
リ
ラ
イ
ト
し
て
い
る
と
言
う
し
か
な
い
。
森
下
「
緒
言
」
に
あ
る
「
右みぎ
側が
面わ
」
「
左
側
ひ
だ
り
が
面わ
」
と
い
う
の
は
、
口
絵
写
真
で
は
確
認
し
づ
ら
い
が
、
墓
石
正
面
の
同
一
平
面
で
の
文
字
の
配
置
を
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、「
右
の
側
面
」「
左
の
側
面
」
の
意
味
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
誤
解
さ
れ
や
す
い
言
葉
を
井
伏
が
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
点
が
何
よ
り
の
根
拠
と
な
ろ
う
。
リ
ラ
イ
ト
（
書
き
直
し
）
は
、
長
平
た
ち
の
漂
流
譚
の
部
分
だ
け
で
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
井
伏
は
実
際
は
長
平
の
墓
を
見
て
お
ら
ず
（
そ
し
て
記
念
碑
の
存
在
も
知
ら
ず
）、
典
拠
の
口
絵
写
真
と
「
緒
言
」
の
文
言
に
も
と
づ
い
て
長
平
の
墓
地
風
景
を
綴
っ
た
の
で
は
と
の
疑
問
が
生
ま
れ
る
が
、
し
か
し
ま
た
、
旅
行
の
コ
ー
ス
か
ら
考
え
て
実
見
し
た
可
能
性
を
排
除
す
る
の
も
難
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
は
留
保
し
た
ま
ま
井
伏
が
長
平
を
描
く
と
き
の
特
異
性
を
検
討
す
る
し
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か
な
い
の
だ
が
、
そ
の
際
、
実
見
か
否
か
は
そ
れ
ほ
ど
意
味
を
持
た
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
森
下
「
緒
言
」
の
リ
ラ
イ
ト
に
お
い
て
も
、
森
下
が
苔
む
し
た
墓
石
を
「
千
萬
無
量
の
幽
趣
味
」
と
言
う
の
に
対
し
て
井
伏
は
「
貧
弱
き
は
ま
る
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
井
伏
は
井
伏
自
身
の
ま
な
ざ
し
を
向
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
堀
部
氏
は
当
該
論
文
で
、
井
伏
が
記
念
碑
を
含
む
長
平
の
墓
地
を
実
見
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
「
長
平
の
不
幸
を
強
調
し
、
顕
彰
運
動
を
無
視
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
仮
に
墓
地
を
見
て
い
な
く
て
も
、〔
無
人
島
長
平
〕
か
ら
こ
の
よ
う
な
捉
え
方
を
導
く
こ
と
は
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。
井
伏
は
、
手
に
し
て
い
る
『
長
平
嶋
物
語
』
自
体
が
顕
彰
事
業
の
産
物
で
あ
り
、
長
平
が
後
進
の
賛
仰
す
る
対
象
で
あ
る
こ
と
を
知
り
つ
つ
、
無
学
で
不
遇
な
点
を
強
調
し
て
い
る
の
だ
か
ら
。
で
は
、
井
伏
は
な
ぜ
長
平
に
対
し
て
こ
う
い
う
傾
き
の
あ
る
否
定
的
な
見
方
を
す
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
断
定
的
な
見
解
は
無
理
で
も
、
一
つ
の
推
論
を
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。
一
つ
の
手
が
か
り
は
、
そ
の
他
の
土
佐
旅
行
に
も
と
づ
く
文
章
も
含
め
て
見
た
場
合
に
伝
わ
っ
て
く
る
、
あ
る
〝
過
酷
な
〞
も
の
、〝
酷
薄
な
〞
も
の
の
印
象
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
初
夏
の
室
戸
岬
」（
昭
和
一
〇
年
五
月
、
前
出
）
の
冒
頭
は
、
前
年
の
室
戸
台
風(儙)
に
よ
る
被
害
の
様
子
か
ら
始
ま
っ
て
い
て
、「
或
る
部
落
の
ご
と
き
は
家
も
屋
敷
も
す
つ
か
り
波
に
さ
ら
は
れ
地
の
底
の
磐
石
が
露
出
し
て
、
岩
の
そ
そ
り
立
つ
渚
に
変
じ
て
ゐ
る
も
の
も
あ
つ
た
」
と
、
大
き
な
自
然
災
害
の
爪
痕
を
書
き
留
め
て
い
る
。
ま
た
、「
土
佐
遊
覧
」（
昭
和
一
〇
年
七
月
）
で
は
、「
清
岡
道
之
助
等
二
十
三
人
が
斬
罪
に
処
せ
ら
れ
た
刑
場
の
跡
が
あ
る
」
や
「
維
新
の
物
語
を
鮮
血
で
色
彩
づ
け
た
闘
士
の
遺
跡
が
豊
富
で
あ
る
」
の
よ
う
に
、
政
治
的
な
対
立
抗
争
に
よ
る
悲
惨
さ
に
目
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
は
後
の
記
述
に
な
る
が
、「
へ
ん
ろ
う
宿
（
私
の
描
い
た
四
国
）」
（
昭
和
三
四
年
一
二
月
）
で
は
、
か
つ
て
の
土
佐
旅
行
で
見
た
貧
相
な
遍
路
宿
や
貧
し
げ
な
子
供
た
ち
（
素
足
、
裸
に
前
掛
け
だ
け
締
め
た
姿
）、
子
供
を
連
れ
た
狡
猾
な
夫
婦
も
の
の
巡
礼
者（
天
然
記
念
物
の
野
生
の
橘
の
枝
を
こ
っ
そ
り
折
り
取
っ
て
い
く
）
な
ど
、
日
常
の
中
の
貧
し
さ
や
狡
猾
さ
の
記
述
も
印
象
に
残
る
。
全
般
に
井
伏
の
随
筆
は
話
題
が
自
由
に
横
滑
り
し
て
、
悠
揚
迫
ら
ざ
る
そ
の
行
文
が
味
わ
い
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ま
た
深
刻
な
内
容
も
ユ
ー
モ
ア
に
よ
っ
て
中
和
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
右
の
よ
う
に
一
部
を
取
り
出
し
て
し
ま
う
と
全
体
の
読
後
感
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
る
き
ら
い
は
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
つ
つ
、再
度〔
無
人
島
長
平
〕
冒
頭
の
土
佐
紀
行
的
箇
所
を
吟
味
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
も
次
の
よ
う
な
〝
過
酷
な
〞
も
の
へ
の
傾
斜
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
長
平
た
ち
遭
難
の
顛
末
は
典
拠
『
長
平
嶋
物
語
』
を
リ
ラ
イ
ト
す
る
わ
け
だ
が
、
漂
流
発
端
の
場
面
で
「
に
は
か
に
激
し
い
西
風
が
起
こ
つ
て
東
南
の
方
向
に
漂
流
し
た
」
と
書
い
た
あ
と
、「
土
佐
の
海
は
『
二
八
が
荒
れ
る
』
と
い
つ
て
」
や
「
去
年
九
月
の
大
風
の
際
に
も
、
室
戸
岬
に
吹
き
つ
け
て
来
た
颱
風
は
沿
岸
の
民
家
を
吹
き
と
ば
し
た
」
の
よ
う
に
、
人
々
が
自
然
の
脅
威
に
向
き
合
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
を
書
き
加
え
て
い
る
。
そ
の
自
然
災
害
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
良
港
と
し
て
野
中
兼
山
開
鑿
の
手
結
港
に
話
題
が
移
り
、
そ
こ
は
「（
室
戸
台
風
に
よ
る
）
風
害
の
跡
は
あ
ま
り
見
え
な
か
つ
た
」
と
観
察
し
て
い
る
。
続
い
て
手
結
港
の
裏
山
に
あ
る
餅
茶
屋
に
話
を
切
り
替
え
、
政
争
に
よ
っ
て
悲
惨
な
最
期
を
遂
げ
た
江
藤
新
平
、
そ
し
て
承
久
の
乱
で
配
流
に
な
っ
た
土
御
門
上
皇
へ
と
、
政
治
社
会
の
中
で
起
こ
る
一
種
の
〝
災
害
〞
と
も
い
え
る
出
来
事
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
こ
の
あ
た
り
の
展
開
は
非
常
に
滑
ら
か
で
、
自
然
災
害
に
関
連
し
て
野
中
兼
山
に
言
及
す
る
が
、
そ
の
兼
山
も
晩
年
は
失
脚
し
幽
閉
さ
れ
、
兼
山
没
後
も
男
系
が
絶
え
る
ま
で
一
族
が
四
十
年
間
も
幽
閉
さ
れ
た
と
い
う
悲
惨
な
事
情
を
思
う
と
、
自
然
の
猛
威
に
脅
か
さ
れ
る
人
間
と
政
争
・
政
変
に
よ
っ
て
翻
弄
さ
れ
る
人
間
と
が
区
別
し
が
た
く
重
な
っ
て
見
え
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
、
リ
ラ
イ
ト
と
は
言
え
嵐
に
よ
っ
て
遭
難
・
漂
流
す
る
長
平
た
ち
の
物
語
を
綴
っ
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
井
伏
は
土
佐
旅
行
で
見
聞
し
た
こ
と
の
中
か
ら
、
と
く
に
深
刻
な
自
然
災
害
や
苛
烈
な
政
争
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に
ま
つ
わ
る
悲
惨
さ
に
ま
な
ざ
し
を
向
け
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
単
に
〝
定
番
〞
の
名
所
を
つ
な
げ
た
だ
け
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
辺
に
「
お
の
れ
一
箇
の
好
奇
心
」
の
発
動
が
見
ら
れ
よ
う
。
い
っ
ぽ
う
リ
ー
ダ
ー
格
・
田
中
貢
太
郎
の
「
土
佐
紀
行
」（
前
出
）
に
は
、
激
甚
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
室
戸
台
風
へ
の
言
及
は
一
言
も
な
く
、
五
月
六
日
の
室
戸
行
の
記
述
に
は
「
唐
の
浜
と
云
ふ
処
は
、
家
ご
と
に
橙
の
木
が
あ
つ
て
、
ち
や
う
ど
其
の
花
の
さ
か
り
で
あ
つ
た
か
ら
、
花
の
匂
が
ぷ
ん
ぷ
ん
と
車
の
中
へ
入
つ
て
来
た
。
／
橙
の
花
匂
ひ
け
り
磯
の
家
／
途
中
で
枇
杷
を
買
つ
て
喫
つ
た
。」
と
あ
っ
て
、
ず
い
ぶ
ん
趣
を
異
に
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
、の
ど
か
な
吟
行
報
告
と
い
っ
た
文
章
で
あ
る
。
井
伏
の
描
く
長
平
像
と
そ
の
創
作
姿
勢
を
考
え
る
次
の
手
立
て
と
し
て
、『
ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
』（
昭
和
一
二
年
、
書
下
ろ
し
）
と
比
較
し
て
み
よ
う
。『
ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
』
も
伊
藤
眞
一
郎
氏
の
指
摘(儚)
の
よ
う
に
先
行
テ
キ
ス
ト
を
リ
ラ
イ
ト
し
た
も
の
で
、
そ
の
点
も
含
め
て
こ
の
作
品
を
ど
う
評
価
す
る
か
は
別
の
機
会
に
論
じ
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
同
じ
漂
流
譚
で
あ
り
な
が
ら
大
き
く
異
な
る
二
人
の
主
人
公
像
に
絞
っ
て
考
え
て
み
た
い
。
二
作
品
は
題
材
面
で
は
漂
流
と
そ
こ
か
ら
の
生
還
と
い
う
点
で
共
通
す
る
も
の
の
、
万
次
郎
の
ほ
う
は
、
勤
勉
・
悧
発
・
胆
力
と
い
っ
た
美
質
で
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
く
姿
に
作
者
の
目
は
向
け
ら
れ
て
い
る
。
帰
国
後
、
幕
府
に
重
用
さ
れ
る
万
次
郎
の
後
半
生
は
ご
く
簡
略
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
井
伏
が
丁
寧
に
筆
を
進
め
て
い
る
の
は
、
漂
流
に
始
ま
る
一
つ
一
つ
の
困
難
を
克
服
し
人
生
を
切
り
開
い
て
い
く
そ
の
姿
で
あ
る
。
作
品
末
尾
に
「
た
だ
一
つ
思
ひ
出
し
て
も
胸
の
高
鳴
る
欲
望
は
、
捕
鯨
船
を
仕
立
て
遠
洋
に
乗
り
出
し
て
鯨
を
追
ひ
ま
わ
し
た
い
と
い
ふ
青
春
の
夢
で
あ
つ
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
夢
を
追
い
か
け
る
明
朗
な
主
人
公
像
が
印
象
付
け
ら
れ
て
い
る
。
他
方
長
平
の
ほ
う
は
、
困
難
の
程
度
で
は
よ
り
大
き
な
困
難
に
遭
遇
し
た
と
言
え
そ
う
だ
が
、
井
伏
は
、「
強
靭
な
神
経
」
と
「
体
力
的
に
頑
健
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
生
還
で
き
た
ま
で
で
、
生
還
で
き
た
こ
と
も
含
め
て
、
長
平
の
存
在
そ
の
も
の
を
不
遇
・
不
幸
と
見
な
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
一
介
の
船
乗
り
が
野
村
姓
を
賜
り
六
十
歳
ま
で
生
き
、
墓
石
も
作
ら
れ
て
あ
れ
ば
、
決
し
て
不
幸
と
は
言
え
な
い
と
す
る
の
が
常
識
的
な
見
方
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
井
伏
は
そ
う
い
う
常
識
的
・
世
間
的
な
価
値
観
で
見
て
い
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
多
く
の
小
説
・
物
語
類
が
描
い
て
き
た
よ
う
な
「
不
屈
の
精
神
」「
創
意
工
夫
」
に
価
値
を
見
出
す
の
で
も
な
く
、
過
酷
な
運
命
に
翻
弄
さ
れ
る
小
さ
な
人
間
の
ど
う
し
よ
う
も
な
い
哀
れ
さ
の
よ
う
な
も
の
を
長
平
の
墓
石
に
見
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
初
出
「
無
人
島
長
平
」
の
末
尾
に
は
「
無
人
島
に
お
い
て
長
平
た
ち
の
本
国
に
帰
り
た
い
と
熱
望
し
て
ゐ
た
意
欲
に
私
は
興
味
を
感
じ
て
ゐ
る
。
そ
の
意
欲
は
人
間
の
生
き
て
行
か
う
と
す
る
意
欲
と
相
似
形
の
も
の
で
あ
つ
て
、
人
間
の
生
命
力
と
い
ふ
も
の
は
も
と
も
と
投
げ
や
り
な
気
分
を
含
有
し
て
ゐ
な
い
こ
と
が
痛
感
さ
れ
る
」
と
書
か
れ
て
い
て
、
こ
の
部
分
は
単
行
本
収
録
の
際
削
除
さ
れ
た
が
、
井
伏
は
絶
望
的
な
環
境
の
中
で
も
生
を
全
う
し
よ
う
と
す
る
ひ
た
む
き
な
姿
を
確
実
に
凝
視
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
上
で
、
長
平
と
万
次
郎
、
ど
ち
ら
も
過
酷
な
運
命
に
曝
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
奇
跡
的
に
生
還
し
た
わ
け
だ
が
、
一
方
は
人
間
の
可
能
性
を
肯
定
す
る
視
点
か
ら
描
か
れ
、
他
方
は
弱
小
な
人
間
の
哀
れ
さ
を
見
て
し
ま
う
視
点
か
ら
描
か
れ
て
い
る
、
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
後
者
の
視
点
（
長
平
に
人
間
の
哀
れ
さ
を
見
る
視
点
）
こ
そ
、
井
伏
ら
し
い
創
作
姿
勢
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
人
間
を
押
し
流
し
て
い
く
無
慈
悲
な
運
命
へ
の
眼
差
し
と
い
う
角
度
か
ら
〔
無
人
島
長
平
〕
を
と
ら
え
る
と
す
る
と
、
五
年
後
に
書
か
れ
る
「
へ
ん
ろ
う
宿
」
も
こ
の
線
上
に
位
置
づ
く
こ
と
に
な
ろ
う
。「
一
泊
三
十
銭
」
と
書
か
れ
た
貧
相
な
遍
路
宿
か
ら
構
想
し
た
と
い
う
こ
の
作
品
に
は
、
四
国
遍
路
の
旅
人
に
よ
っ
て
捨
て
ら
れ
た
嬰
児
（
女
児
）
た
ち
が
、
こ
の
〝
災
害
〞
と
し
て
の
過
酷
な
運
命
を
受
け
入
れ
、
そ
れ
を
背
負
っ
て
代
々
宿
を
経
営
す
る
姿
が
透
明
感
の
あ
る
筆
致
で
描
か
れ
て
い
る
。
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六
、
お
わ
り
に
〔
無
人
島
長
平
〕
は
、
漂
流
と
い
う
題
材
の
面
で
は
『
ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
』
へ
と
接
続
す
る
が
、〝
災
害
〞
の
中
に
放
り
出
さ
れ
た
人
間
と
い
う
点
で
見
れ
ば
、
む
し
ろ
「
へ
ん
ろ
う
宿
」
に
強
く
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
東
郷
克
美
氏
が
か
つ
て
、
へ
ん
ろ
う
宿
の
人
々
が
特
別
に
「
妙
な
一
家
」
な
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
が
庶
民
一
般
の
生
の
あ
り
よ
う
と
重
な
っ
て
見
え
て
来
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
作
品
の
象
徴
的
な
味
わ
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。
人
は
誰
で
も
運
命
と
い
う
名
の
神
に
よ
っ
て
、
不
条
理
な
こ
の
世
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
「
棄
て
児
」
で
は
な
い
か(儛)
。
と
述
べ
た
よ
う
に
、
人
は
み
な
「
棄
て
児
」
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
は
、
人
は
み
な
「
漂
流
者
」
で
は
な
い
か
と
い
う
読
み
方
を
〔
無
人
島
長
平
〕
か
ら
導
い
て
く
れ
る
。
井
伏
が
長
平
に
向
け
る
ま
な
ざ
し
の
な
か
に
は
、こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な〝
災
害
〞
に
遭
遇
し
、
不
条
理
な
世
を
漂
流
す
る
人
間
の
す
が
た
が
重
ね
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
間
を
大
き
な
力
で
翻
弄
し
押
し
流
し
て
い
く
も
の
―
、
そ
の
由
来
が
自
然
で
あ
ろ
う
と
政
変
で
あ
ろ
う
と
、
ま
た
日
常
の
中
の
貧
困
や
貧
困
ゆ
え
の
棄
児
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
を
広
い
意
味
で
の
〝
災
害
〞
と
し
て
括
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
井
伏
文
学
に
対
す
る
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
る(儜)
。
小
稿
は
、
そ
の
よ
う
な
枠
組
み
の
も
と
〔
無
人
島
長
平
〕
を
中
心
に
〈
土
佐
も
の
〉
の
考
察
を
試
み
た
。
注
（
１
）
井
伏
の
戦
前
の
五
回
の
高
知
訪
問
は
次
の
と
お
り
。
昭
和
一
〇
年
五
月
初
旬
、『
博
浪
沙
』
同
人
と
土
佐
旅
行
に
参
加
。
昭
和
一
四
年
四
月
中
旬
、『
博
浪
沙
』
同
人
と
二
回
目
の
土
佐
旅
行
。
昭
和
一
五
年
二
月
、
重
病
の
田
中
貢
太
郎
を
見
舞
っ
て
安
芸
町
（
現
・
安
芸
市
）
を
訪
問
。
高
知
滞
在
中
、
小
説
「
へ
ん
ろ
う
宿
」
を
執
筆
、
四
月
雑
誌
発
表
。
昭
和
一
六
年
二
月
、
田
中
貢
太
郎
の
葬
儀
参
列
の
た
め
来
高
。
昭
和
一
八
年
七
月
、
田
中
貢
太
郎
記
念
碑
除
幕
式
参
列
の
た
め
来
高
。
（
２
）
井
伏
の
高
知
訪
問
及
び
高
知
に
言
及
し
た
作
品
に
関
す
る
詳
細
な
調
査
・
研
究
と
し
て
前
田
貞
昭
氏
の
次
の
論
考
が
あ
り
、
本
稿
の
多
く
も
そ
の
成
果
に
負
う
て
い
る
。
・「
井
伏
鱒
二
の
土
佐
へ
の
旅
―
〈
博
浪
沙
〉
招
待
旅
行
と
井
伏
紀
行
文
」
『
井
伏
鱒
二
と
中
・
四
国
路
』
ふ
く
や
ま
文
学
館
、
二
〇
〇
六
年
・「
井
伏
鱒
二
の
土
佐
行
き
（
昭
和
一
五
年
・
一
六
年
・
一
八
年
）
に
つ
い
て
」
『
兵
庫
教
育
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
十
巻
、
二
〇
〇
七
年
（
３
）〔
無
人
島
長
平
〕
そ
の
他
井
伏
作
品
の
本
文
引
用
は
、
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
、『
井
伏
鱒
二
全
集
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
六
〜
二
〇
〇
〇
年
）
に
よ
る
。
（
４
）
典
拠
『
長
平
嶋
物
語
』
は
総
ル
ビ
で
あ
る
が
、
引
用
に
際
し
て
ル
ビ
は
適
宜
省
い
た
。
（
５
）
堀
部
功
夫
「『
無
人
島
長
平
』
の
主
典
拠
」『
池
坊
短
期
大
学
紀
要
』
第
三
一
号
、
二
〇
〇
一
年
（
６
）
本
文
始
ま
り
に
「
ち
よ
う
へ
い
じ
ま
も
の
が
た
り
」
の
ル
ビ
が
あ
る
。
四
六
判
、
口
絵
写
真
一
枚
、
は
し
が
き
等
一
〇
頁
、
本
文
四
九
頁
、
一
頁
三
〇
字
×
一
〇
行
、
一
二
ポ
イ
ン
ト
、
総
ル
ビ
。
外
観
は
小
冊
子
体
。
（
７
）
た
だ
し
、
青
ヶ
島
に
関
す
る
記
述
の
一
部
に
は
『
長
平
嶋
物
語
』
以
外
の
資
料
を
踏
ま
え
て
い
る
箇
所
が
認
め
ら
れ
る
。
（
８
）
新
聞
連
載
時
の
本
文
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
（
９
）
こ
の
記
念
碑
と
墓
石
の
写
真
は
『
香
我
美
町
史
下
巻
』（
香
我
美
町
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
九
三
年
）
第
10
章
「
文
化
財
・
民
俗
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。「
長
平
墓
地
内
の
一
隅
に
あ
り
」
と
説
明
が
あ
る
が
、
撮
影
時
期
は
不
明
。
記
念
碑
建
立
の
時
点
（
昭
和
二
年
）
か
ら
は
一
定
の
時
間
が
経
過
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
お
お
よ
そ
建
立
当
時
の
様
子
を
偲
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ぶ
こ
と
は
で
き
よ
う
。
な
お
同
町
史
に
よ
れ
ば
、
長
平
墓
地
を
含
む
岸
本
地
区
の
共
同
墓
地
は
、
長
年
「
地
区
開
発
の
ネ
ッ
ク
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）、
移
転
改
葬
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）、
後
述
の
長
平
生
還
二
百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
で
造
ら
れ
た
「
イ
メ
ー
ジ
像
」
と
と
も
に
墓
石
、
記
念
碑
の
三
点
が
、
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
「
香
我
美
駅
」
南
側
の
広
場
に
設
置
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
（
10
）
相
馬
正
一
『
続
井
伏
鱒
二
の
軌
跡
』
津
軽
書
房
、
一
九
九
六
年
（
11
）
涌
田
佑
「『
ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
』
―
そ
の
、
井
伏
文
学
に
占
め
る
位
置
」『
作
家
・
作
品
シ
リ
ー
ズ
７
井
伏
鱒
二
』
東
京
書
籍
、
一
九
八
〇
年
（
12
）
室
戸
台
風
―
「
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
九
月
二
一
日
、
室
戸
岬
付
近
に
上
陸
し
、
京
阪
神
地
方
を
襲
っ
た
超
大
型
台
風
。
上
陸
時
の
最
低
気
圧
911.9
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
。
大
阪
湾
な
ど
に
高
潮
を
も
た
ら
し
、
全
国
の
死
者
・
行
方
不
明
者
は
三
〇
三
六
名
に
達
し
た
。」（
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
よ
り
）
高
知
県
東
部
の
被
害
も
甚
大
で
、
死
者
・
行
方
不
明
者
一
二
〇
名
超
。
写
真
の
よ
う
に
高
潮
に
よ
り
集
落
ご
と
流
失
し
た
地
区
が
あ
る
（
島
村
泰
吉
「
記
憶
の
中
の
室
戸
台
風
」『
土
佐
史
談
』
二
二
四
号
、
二
〇
〇
三
年
、
よ
り
）。
井
伏
の
文
章
が
誇
張
で
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
（
13
）
伊
藤
眞
一
郎
「『
ジ
ョ
ン
万
次
郎
漂
流
記
』
の
主
典
拠
」『
近
代
文
学
試
論
』
20
号
、
一
九
八
三
年
（
14
）
東
郷
克
美
「『
へ
ん
ろ
う
宿
』
―
作
品
の
深
さ
に
つ
い
て
―
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
五
〇
巻
四
号
、
一
九
八
五
年
四
月
（
15
）
次
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。「
井
伏
鱒
二
の
〝
災
害
〞
文
学
―
「
御
神
火
」『
黒
い
雨
』
を
中
心
に
―
」
高
知
県
立
大
学
紀
要
文
化
学
部
編
67
巻
二
〇
一
八
年
三
月
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室戸岬町（現・室戸市）
耳崎地区の高潮による流失跡
室戸岬町（現・室戸市）
西部の流失集落跡

